
 

【連続テーマ】 

横浜から世界を考える 

神奈川歴史教育者協議会 

横浜支部例会 

第 13回 

2019年 12 月６日（金） 

１8：3０～２１：００ 

神奈川県民センター 703 会議室 

会ＨＰ https://kana-reki.jimdo.com/ 

【多事争論】日頃の授業や関心事を参加者皆様お持ちください 

【授業実践報告】 

上田誠二 

「神奈川・横浜と「混血児」」（仮） 
次回は、「横浜／神奈川から世界を考える」第 2 弾として、『「混血児」の戦後史』

の著者である上田誠二さんをお呼びし、地域と「混血児」教育について報告を頂き

ます。占領政策の拠点となった戦後の横浜では「混血児」問題が社会問題化しま

した。学校教育はこれにどう対応したのかを見ることで、今日の「多文化共生政策」

や「インクルーシブ教育」についてともに考える機会としたいと思います。 

 

 

 

 

敵国人抑留

「混血児」

横浜ＦＷ

https://kana-reki.jimdo.com/
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上田誠二さん：１９７１年、栃木県生まれ。横浜国立大学ほか非常勤講師、首都大学東京オープンユニバーシティ講師。専攻は現代史、

教育史、音楽史。著書に『音楽はいかに現代社会をデザインしたか―教育と音楽の大衆社会史』（新曜社、主に同書の研究史上の意義が評

価されて日本教育史学会の第２８回石川謙賞を受賞）など（本データはこの書籍が刊行された当時に掲載されていたものです） 


